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「がん」における認定・専門薬剤師制度等の実施要領等の対比 
 

○参考とすべき資格認定要件 

１．薬剤師として実務に従事（実務経験○年以上） 

２．生涯研修認定薬剤師かそれと同等の資格を持つ 

３．研修認定施設における臨床研修（○年以上）、研修プログラム履修等の証明（研修実績単位、必要単位数、必須となる講習内容ならびに研修等） 

４．専門領域における活動実績（症例（事例）○件とその記録：ポートフォリオ形式等、実績内容は認定評価基準により評価） 

５．学会ならびに論文発表（学会発表○回・論文○編以上等） 

６．認定試験に合格 
（出典：令和３年１月 29 日付 薬生発 0129 第 7 号 厚生労働省医薬・生活衛生局⾧通知「傷病の区分に係る専門性の認定を行う団体の取扱いについて」） 

 

（上記６項目に該当する条件を挙げており、それ以外の条件（会員条件や推薦条件）などは挙げていない 

資格認定
要件 

一般社団法人日本医療薬学会がん専門薬剤師認定制度規程 
（研修施設は除く） 

一般社団法人日本腫瘍薬学会外来がん治療認定薬剤師認定規則 
一般社団法人日本腫瘍薬学会外来がん治療専門薬剤師認定規則 

日本病院薬剤師会 がん薬物療法認定薬剤師 
一般社団法人日本医療薬学会 

地域薬学ケア専門薬剤師認定制度規程 

専門認定（5 年） 指導薬剤師認定（5 年） 外来がん認定（３年） 外来がん専門認定（３年） 認定薬剤師（５年） 専門薬剤師（５年） 
専門薬剤師（副領域（がん）） 

（5 年） 
指導薬剤師（5 年） 
（副領域はなし） 

初回認定 
（第４条の２） 

専門更新 
（第 15 条） 

指導薬剤師初回 
（第５条の２） 

指導薬剤師更新 
（第 16 条） 

初回認定 
（第 3 条） 

更新認定 
更新（第 10 条） 
（専門の更新条件

と同じ） 

初回認定 
（第 2 条） 

（外来がん認定
薬剤師の初回認
定条件を満たし
ていることが条
件） 

更新認定 
（外来がん認定
の更新条件と同

じ） 

初回認定 更新認定 初回認定 更新認定 

新規認定 
（斜字は、副
領域として、
加えて必要と
なる要件） 
（第４条） 
（第７条） 

更新認定 
（斜字は、副
領域として、
加えて必要と
なる要件） 

（第 17 条） 
（第 21 条） 

新規認定 
（第５条） 

更新認定 
（第 18 条） 

１．薬剤
師として
実務に従
事 

（２）薬剤師
としての実務
経験を５年以
上 有 す る こ
と。 

（具体的記載
なし） 

（１）「がん専
門薬剤師」と
して５年以上
医療現場で活
動しているこ
と。 

（具体的記載
なし） 

（２）薬剤師
としての実務
の経験を３年
以上有するこ
と。 

（具体的記載な
し） 

 （１）病院、
診療所または
薬局において
薬剤師として
の実務の経験
を５年以上有
すること 

（具体的記載なし） （２）薬剤師
としての実務
経験を３年以
上 
（５）申請時
において、病
院または診療
所に勤務し、
がん薬物療法
に３年以上、
かつ、申請時
に引き続いて
１年以上従事
していること
（所属⾧の証
明が必要）。 

具体的記載は
ないが、事実
上認定期間５
年のうち２年
以上は実務に
従事している
必要ありか？ 
⇒やむを得な
い事情の場合 
3 年間保留
（延⾧）する
ことができる 

（１）申請時
において、が
ん薬物療法認
定薬剤師であ
ること。 

具体的記載は
ないが、事実
上認定期間５
年のうち２年
以上は実務に
従事している
必要ありか？ 
⇒やむを得な
い事情の場合 
3 年 間 保 留
（延⾧）する
ことができる 

（１）薬剤師
としての実務
経験を 5 年以
上有するこ
と。 

 （１）「地域薬
学ケア専門薬
剤師」として
５年以上医療
現場で活動し
ていること。 

 

２．生涯
研修認定
薬剤師か
それと同
等の資格
を持つ 

（４）「日本薬
剤師研修セン
ター研修認定
薬剤師」、「日
本病院薬剤師
会日病薬病院
薬学認定薬剤
師」、「日本薬
剤師会生涯学
習支援システ
ム（JPALS）ク
リニカルラダ
ー５以上」、い
ずれかの認定
を受けている
こと。 
 

（生涯研修認
定の継続の是
非の記載な
し） 

（生涯研修認
定の継続の是
非の記載な
し） 

（生涯研修認
定や専門薬剤
師認定の継続
の是非の記載
なし） 

（４）薬剤師
認定制度認証
機構により認
証された生涯
研修認定制度
による認定薬
剤師剤師、ま
たは日本医療
薬学会の専門
薬剤師制度に
より認定され
た専門薬剤師
であること。 

（生涯研修認
定の継続の是
非 の 記 載 な
し） 

（外来がん認
定薬剤師の初
回認定条件を
満たしている
ことが条件） 

（生涯研修認
定の継続の是
非 の 記 載 な
し） 

（４）日病薬
病院薬学認定
薬剤師である
こと。ただし、
日本医療薬学
会の専門薬剤
師制度により
認定された専
門薬剤師であ
ればこれを満
たす。 

（２）更新申
請 時 に お い
て、日病薬病
院薬学認定薬
剤師であるこ
と。ただし、
日本医療薬学
会の専門薬剤
師制度により
認定された専
門薬剤師であ
ればこれを満
たす。 

  （４）「日本薬
剤師研修セン
ター研修認定
薬剤師」、「日
本病院薬剤師
会日病薬病院
薬学認定薬剤
師」、「日本薬
剤師会・生涯
学習支援シス
テム(JPALS)
クリニカルダ
ー5 以上」、そ
の他本学会が
認めた認定制
度による認定
薬剤師のいず
れかの認定を
受けているこ
と。 
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資格認定
要件 

一般社団法人日本医療薬学会がん専門薬剤師認定制度規程 
（研修施設は除く） 

一般社団法人日本腫瘍薬学会外来がん治療認定薬剤師認定規則 
一般社団法人日本腫瘍薬学会外来がん治療専門薬剤師認定規則 

日本病院薬剤師会 がん薬物療法認定薬剤師 
一般社団法人日本医療薬学会 

地域薬学ケア専門薬剤師認定制度規程 

専門認定（5 年） 指導薬剤師認定（5 年） 外来がん認定（３年） 外来がん専門認定（３年） 認定薬剤師（５年） 専門薬剤師（５年） 
専門薬剤師（副領域（がん）） 

（5 年） 
指導薬剤師（5 年） 
（副領域はなし） 

初回認定 
（第４条の２） 

専門更新 
（第 15 条） 

指導薬剤師初回 
（第５条の２） 

指導薬剤師更新 
（第 16 条） 

初回認定 
（第 3 条） 

更新認定 
更新（第 10 条） 

（専門の更新
条件と同じ） 

初回認定 
（第 2 条） 

（ 外 来 が ん 認
定 薬 剤 師 の 初
回 認 定 条 件 を
満 た して い る
ことが条件） 

更新認定 
（ 外 来 が ん 認
定 の 更 新 条 件
と同じ） 

初回認定 更新認定 初回認定 更新認定 

新規認定 
（斜字は、副
領域として、
加えて必要と
なる要件） 
（第４条） 
（第７条） 

更新認定 
（斜字は、副
領域として、
加えて必要と
なる要件） 

（第 17 条） 
（第 21 条） 

新規認定 
（第５条） 

更新認定 
（第 18 条） 

３．臨床
研修・研
修プログ
ラムの履
修 

（５）本学会
が 認 定 す る
「がん専門薬
剤 師 研 修 施
設」において、
本学会の定め
た研修ガイド
ラインに従っ
て、がん薬物
療法に関する
５年以上の研
修歴を有する
こと。 
 
（６）別に定
めるクレジッ
トを５年で５
０単位以上取
得しているこ
と。 
 
（７）がん専
門薬剤師集中
教育講座に１
回以上参加し
たこと 
 
（８）本学会
の年会に１回
以上参加した
こと。 
 

（２）申請時
における認定
期間中に、別
に定めるクレ
ジットを５０
単位以上取得
し て い る こ
と。 
 
（３）申請時
における認定
期間中に、が
ん専門薬剤師
集中教育講座
に１回以上参
加したこと。 
 
（４）申請時
における認定
期間中に、本
学会の年会に
１回以上参加
したこと。 

（２）別に定
めるクレジッ
トを５年で５
０単位以上取
得しているこ
と。 
 
（７）「がん専
門薬剤師」で
ある期間に、
がん専門薬剤
師集中教育講
座に１回以上
参 加 し た こ
と。 

（３）申請時
における認定
期間中に、別
に定めるクレ
ジットを５０
単位以上取得
し て い る こ
と。 

（５）本法人
が認定するが
ん領域の講習
または研修を
６０単位以上
履修している
こと。 

（２）認定期
間内に、外来
がん治療認定
薬剤師および
外来がん治療
専門薬剤師の
更新要件を満
たす講習会の
単位を 60 単
位以上取得す
ること。 
 
（３）認定期
間内に、日本
臨床腫瘍薬学
会学術大会に
1 回以上参加
し て い る こ
と。 
 
（４）認定期
間内に、日本
臨床腫瘍薬学
会が主催する
次の講習会の
いずれかに 1
回以上参加し
ていること。 
● 薬学介入
と事例報告の
ための WEB
研修会 
( 2023/2024/
2025 ) 
● Essential 
Seminar Neo 
A-program 
( 2022※/202
3/2024 ) 
● Essential 
Seminar Neo 
B-program 
( 2022※/202
3/2024 ) 
● Essential 
Seminar Neo 
C-program 
( 2022※/202
3/2024 ) 
 

 （２）本法人
の定める所定
の研修を修了
していること 

（２）認定期
間内に、外来
がん治療認定
薬剤師および
外来がん治療
専門薬剤師の
更新要件を満
たす講習会の
単位を 60 単
位以上取得す
ること。 
 
（３）認定期
間内に、日本
臨床腫瘍薬学
会学術大会に
1 回以上参加
し て い る こ
と。 
 
（４）認定期
間内に、日本
臨床腫瘍薬学
会が主催する
次の講習会の
いずれかに 1
回以上参加し
ていること。 
● 薬学介入
と事例報告の
ための WEB
研修会 
( 2023/2024/
2025 ) 
● Essential 
Seminar Neo 
A-program 
( 2022※/202
3/2024 ) 
● Essential 
Seminar Neo 
B-program 
( 2022※/202
3/2024 ) 
● Essential 
Seminar Neo 
C-program 
( 2022※/202
3/2024 ) 

（６）日本病
院薬剤師会が
認定する研修
施設（以下「研
修施設」とい
う。）において
日本病院薬剤
師会が別に定
め る 実 施 要
綱・コアカリ
キュラムに基
づく実技研修
を履修してい
ること、また
は、研修施設
において３年
以上、がん薬
物療法に従事
していること
（所属⾧の証
明が必要）。 
 
（７）日本病
院薬剤師会が
認定するがん
領 域 の 講 習
会、及び別に
定める学会が
主催するが  
ん領域の講習
会などを所定
の単位（４０
時間、２０単
位以上）履修
し て い る こ
と。  
ただし、４０
時間のうち日
本病院薬剤師
会主催のがん
専門薬剤師に
関する講習会 
１２時間、６
単位以上を取
得すること。 

（５）更新申
請までの５年
間に、別記２
に定めるがん
治療に関する
講習単位４０
単位以上（特
段の理由がな
い限り、毎年
最低３単位以
上）を取得す
ること。ただ
し、４０単位
のうち日本病
院薬剤師会主
催のがん専門
薬剤師に関す
る講習会１２
単位以上を取
得すること。 

 （４）更新申
請までの５年
間に、別記２
に定めるがん
治療に関する
講習単位４０
単位以上（特
段の理由がな
い限り、毎年
最低３単位以
上）を取得す
ること。ただ
し、４０単位
のうち日本病
院薬剤師会主
催のがん専門
薬剤師に関す
る講習会１２
単位以上を取
得すること。 

本学会が認定
する「地域薬
学ケア専門薬
剤師研修施
設」にお 
いて、本学会
の定めた副領
域（がん）の
研修ガイドラ
イン（カンフ
ァレンスへの
参加を含む） 
に従って、地
域薬学ケアに
関する５年以
上の研修歴を
有すること。 
 
 
 
（６）別に定
めるクレジッ
トを５年で 50
単位以上取得
しているこ
と。 
 
（７）専門薬
剤師認定取得
のための薬物
療法集中講義
に１回以上参
加したこと。 
加えて、がん
専門薬剤師集
中教育講座に
１回以上参加
したこと。 
 
（８）（日本医
療薬学）年会
に１回以上参
加したこと。 

（２）申請時
における認定
期間中に、別
に定めるクレ
ジットを５０
単位以上取得
しているこ
と。 
 
 
（３）申請時
における認定
期間中に、専
門薬剤師認定
取得のための
薬物療法集中
講義に１回以
上参加したこ
と。 
 
加えて、がん
専門薬剤師集
中教育講座に
１回以上参加
したこと。 
 
 
（４）申請時
における認定
期間中に、本
学会の年会に
１回以上参加
したこと。 

（２）別に定
めるクレジッ
トを５年で５
０単位以上取
得しているこ
と。 
 
 
 
 
（６）「地域薬
学ケア専門薬
剤師」である
期間に、専門
薬剤師認定取
得のための薬
物療法集中講
義に１回以上
参加したこ
と。 

（２）申請時
における認定
期間中に、別
に定めるクレ
ジットを５０
単位以上取得
しているこ
と。 
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資格認定
要件 

一般社団法人日本医療薬学会がん専門薬剤師認定制度規程 
（研修施設は除く） 

一般社団法人日本腫瘍薬学会外来がん治療認定薬剤師認定規則 
一般社団法人日本腫瘍薬学会外来がん治療専門薬剤師認定規則 日本病院薬剤師会 がん薬物療法認定薬剤師 一般社団法人日本医療薬学会 

地域薬学ケア専門薬剤師認定制度規程 

専門認定（5 年） 指導薬剤師認定（5 年） 外来がん認定（３年） 外来がん専門認定（３年） 認定薬剤師（５年） 専門薬剤師（５年） 専門薬剤師（副領域（がん）） 
（5 年） 

指導薬剤師（5 年） 
（副領域はなし） 

初回認定 
（第４条の２） 

専門更新 
（第 15 条） 

指導薬剤師初回 
（第５条の２） 

指導薬剤師更新 
（第 16 条） 

初回認定 
（第 3 条） 

更新認定 
更新（第 10 条） 

（ 専 門 の 更 新
条件と同じ） 

初回認定 
（第 2 条） 

（ 外 来 が ん 認
定 薬 剤 師 の 初
回 認 定 条 件 を
満 た して い る
ことが条件） 

更新認定 
（ 外 来 が ん 認
定 の 更 新 条 件
と同じ） 

初回認定 更新認定 初回認定 更新認定 

新規認定 
（斜字は、副
領域として、
加えて必要と
なる要件） 
（第４条） 
（第７条） 

更新認定 
（斜字は、副
領域として、
加えて必要と
なる要件） 

（第 17 条） 
（第 21 条） 

新規認定 
（第５条） 

更新認定 
（第 18 条） 

４．専門
領域にお
ける活動
実績 
 

（９）自ら実
施した５年の
がん患者への
薬学的介入を
伴った症例報
告 ５ ０ 症 例
（３領域以上
のがん種）を
提 出 す る こ
と。 

（５）申請時
における認定
期間中に、自
ら実施した薬
学的介入を伴
ったがん患者
の症例報告２
０症例を提出
すること。 

（１）「がん専
門薬剤師」と
して５年以上
医療現場で活
動しているこ
と。 

（４）申請時
における認定
期間中に、第
６条で規定す
る施設あるい
は地域・学会
等において指
導的役割を果
たしてきたこ
と。 

（６）外来の
がん患者のサ
ポートの経験
の事例を１０
例提出するこ
と。 

（更新条件と
しての記載な
し） 

（外来がん認
定薬剤師の初
回認定条件を
満たしている
ことが条件） 

（更新条件と
しての記載な
し） 

（８）がん患
者への薬剤管
理指導の実績
５０症例以上
（ 複 数 の 癌
種）を満たし
ていること。 

（４）認定期
間中、施設内
においてがん
薬物療法に関
する専門的業
務に従事して
いたことを証
明 で き る こ
と。 
 
（６）更新申
請までの５年
間に、がん患
者への薬剤管
理指導（入院･
外 来 化 学 療
法）の実績２
５症例以上を
満たしている
こと。 

 （３）認定期
間中、施設内
においてがん
薬物療法に関
する専門的業
務に従事して
いたことを証
明 で き る こ
と、および施
設内・地域・
学会等におい
て指導的役割
を果たしてき
たことを証明
できること。 

（９）自ら実
施した５年の
薬学的管理を
行った症例報
告５０症例
（４領域以上
の疾患）を提
出すること。 
加えて、悪性
腫瘍領域にお
ける薬学管理
指導の実績２
０症例を提出
すること。 

（５）申請時
における認定
期間中に、自
ら実施した薬
学的管理を行
った症例報告
２０症例を提
出すること。 
 
加えて、副領
域（がん）に
該当する４症
例を追加提出
すること。 

 （３）申請時に
おける認定期間
中に、第６条に
定める施設
（ 「地域薬学ケ
ア専門薬剤師研
修施設」）ある
いは地域・学会
等において指導
的役割を果たし
てきたこと。 

５．学会
ならびに
論文発表 

（１０）以下
の研究活動の
うち、発表あ
るいは論文の
条件のどちら
か一方を満た
すこと。 
 
学会発表：医
療薬学に関す
る全国学会、
国際学会ある
いは別に定め
る地区大会で
の発表が２回
以 上 あ る こ
と。本学会が
主催する年会
において本人
が筆頭発表者
となった発表
を含んでいる
こと。 
 
論文：本人が
筆頭著者であ
る医療薬学に
関する学術論
文を１報以上
有すること。
学術論文は、
国際的あるい
は全国的学会
誌・学術雑誌
に複数査読制
による審査を
経て掲載され
た医療薬学に
関する学術論
文あるいは症

（更新条件と
しての記載な
し） 

（５）複数査
読制のある国
際的あるいは
全 国 的 学 会
誌・学術雑誌
に掲載された
がん領域１報
以上を含む学
術論文が３報
以上（うち、
少なくとも１
報 は 筆 頭 著
者）あるいは
がん領域の英
文論文筆頭著
者 １ 報 以 上
（症例報告を
含む）（編集委
員以外の複数
の専門家によ
る査読を経て
いない論文や
商業誌の掲載
論文は、本条
の対象外）。 
 
（６）国際学
会、全国学会
あるいは別に
定める地区大
会におけるが
ん領域に関す
る学会発表３
回以上（うち、
少なくとも１
回は筆頭発表
者）あるいは
国際学会筆頭
発表者１回以
上。 

（指導薬剤師
の更新条件と
しては記載な
し） 

（新規認定条
件としての記
載なし） 

（更新条件と
しての記載な
し） 

（専門新規認
定条件として
の記載なし） 

（更新条件と
しての記載な
し） 

 （７）更新申
請までの５年
間に、関連す
る国際学会、
全国レベルの
学会あるいは
日本病院薬剤
師会ブロック
学術大会にお
いてがんに関
する学会発表
が １ 回 以 上
（共同発表者
でも可）、また
は複数査読制
のある国際的
あるいは全国
的な学会誌・
学術雑誌にが
んに関する学
術論文が１編
以上（共同著
者でも可）あ
ること。 

（２）日本医
療薬学会、日
本薬学会、日
本臨床薬理学
会、日本薬剤
師 会 学 術 大
会、上記がん
領域の学会、
関連する国際
学会、全国レ
ベルの学会あ
るいは日本病
院薬剤師会ブ
ロック学術大
会において、
がん領域に関
する学会発表
が ２ 回 以 上
（うち、少な
くとも１回は
発表者）、複数
査読制のある
国際的あるい
は全国的な学
会誌・学術雑
誌にがん領域
に関する学術
論文が１編以
上（うち、少
なくとも１編
は筆頭者）の
全てを満たし
ていること。 

 （５）更新申
請までの５年
間に、関連す
る国際学会、
全国レベルの
学会あるいは
日本病院薬剤
師会ブロック
学術大会にお
いてがんに関
する学会発表
が １ 回 以 上
（共同発表者
でも可）、また
は複数査読制
のある国際的
あるいは全国
的な学会誌・
学術雑誌にが
んに関する学
術論文が１編
以上（共同著
者でも可）あ
ること。 

（１０）以下
の研究活動の
うち、発表あ
るいは論文の
条件のどちら
か一方を満た
すこと。 
学会発表：医
療薬学に関す
る全国学会、
国際学会ある
いは別に定め
る地区大会で
の発表が２回 
以上あるこ
と。本学会が
主催する年会
において本人
が筆頭発表者
となった発表
を含んで 
いること。 
論文：本人が
筆頭著者であ
る医療薬学に
関する学術論
文を１報以上
有すること。
学術論文は、 
国際的あるい
は全国的学会
誌・学術雑誌
に複数査読制
による審査を
経て掲載され
た医療 
薬学に関する
学術論文ある
いは症例報告
であること

 （４）複数査
読制のある国
際的あるいは
全国的学会
誌・学術雑誌
に掲載された
医療薬学に関
する学術論文
が３報以上
（うち、少な
くとも１報は
筆頭著者）あ
るいは医療薬
学領域の英文
論文筆頭著者
１報以上（症
例報告を含
む）（編集委員
以外の複数の
専門家による
査読を経てい
ない論文や商
業誌の掲載論
文は、本条の
対象外）。 
 
（５）国際学
会、全国学
会、あるいは
別に定める地
区大会におけ
る医療薬学に
関する学会発
表が３回以上
（うち、少な
くとも１回は
筆頭発表者）
あるいは国際
学会筆頭発表
者１回以上。 
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例報告である
こと（編集委
員以外の複数
の専門家によ
る査読を経て
いない論文や
商業誌の掲載
論文は、本条
の対象外）。 
 

（編集委員以
外の複数の専
門家による査
読を経ていな
い論文や商業
誌の掲載論文
は、本条の対
象外）。 
 
発表や論文の
テーマはがん
に関係したも
のを含むこと 

 
 

    

資格認定
要件 

一般社団法人日本医療薬学会がん専門薬剤師認定制度規程 
（研修施設は除く） 

一般社団法人日本腫瘍薬学会外来がん治療認定薬剤師認定規則 
一般社団法人日本腫瘍薬学会外来がん治療専門薬剤師認定規則 日本病院薬剤師会 がん薬物療法認定薬剤師 

一般社団法人日本医療薬学会 
地域薬学ケア専門薬剤師認定制度規程 

専門認定（5 年） 指導薬剤師認定（5 年） 外来がん認定（３年） 外来がん専門認定（３年） 専門認定（5 年） 指導薬剤師認定（5 年） 外来がん認定（３年） 外来がん専門認定（３年） 
初回認定 

（第４条の２） 
専門更新 

（第 15 条） 
指導薬剤師初回 
（第５条の２） 

指導薬剤師更新 
（第 16 条） 

初回認定 
（第４条の２） 

専門更新 
（第 15 条） 

指導薬剤師初回 
（第５条の２） 

指導薬剤師更新 
（第 16 条） 

初回認定 
（第４条の２） 

専門更新 
（第 15 条） 

指導薬剤師初回 
（第５条の２） 

指導薬剤師更新 
（第 16 条） 

初回認定 
（第４条の２） 

専門更新 
（第 15 条） 

指導薬剤師初回 
（第５条の２） 

指導薬剤師更新 
（第 16 条） 

６．認定
試験に合
格 

（１１）本学
会が実施する
がん専門薬剤
師認定試験に
合格すること 

（更新条件と
し て 記 載 な
し） 

（初回条件と
しての記載な
し） 

（指導薬剤師
の更新条件と
しては記載な
し） 

（７）本法人
が実施する外
来がん治療認
定薬剤師認定
試験に合格す
ること。 

（５）日本臨
床腫瘍薬学会
が主催するイ
ンターネット
更新試験シス
テム（IBT）に
よる試験（更
新申請後、受
験 可 能 と な
る）に合格し
ていること。 

（外来がん認
定薬剤師の初
回認定条件を
満たしている
ことが条件） 

（５）日本臨
床腫瘍薬学会
が主催するイ
ンターネット
更新試験シス
テム（IBT）に
よる試験（更
新申請後、受
験 可 能 と な
る）に合格し
ていること。 

（10）日本病
院薬剤師会が
行うがん薬物
療法認定薬剤
師認定試験に
合格している
こと。 

 （４）日本病
院薬剤師会が
行うがん薬物
療法専門薬剤
師認定試験に
合格している
こと。 

 （１１）本学
会が実施する
専門薬剤師認
定試験に合格
すること。 

   

 


